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第１０３号（平成３０年７月） 東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 （１） 

 

６
月
11
日
（
月
）
か
ら
実
施
さ
れ
た
Ａ
Ｃ‐

Ｔ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
で
は
、
第
１
普
通
科
中
隊
（
中
隊
長 

小
林
１
尉
）
、

第
２
普
通
科
中
隊
（
中
隊
長 

川
瀬
３
佐
）
、
第
３
普

通
科
中
隊
（
中
隊
長 

三
田
１
尉
）
の
各
中
隊
も
、
そ

れ
ぞ
れ
訓
練
を
実
施
し
各
級
指
揮
官
の
指
揮
及
び
隊

員
・
部
隊
の
戦
闘
行
動
を
演
練
し
た
。 

 

ま
た
、
期
間
内
に
は
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
や
防
衛
モ
ニ

タ
ー
等
、
部
外
の
方
々
に
訓
練
を
研
修
し
て
頂
き
、
部

隊
訓
練
へ
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

６
月
10
日
（
日
）
か
ら
11
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
第
４
普
通
科
中
隊
（
中

隊
長 

加
藤
１
尉
）
は
中
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 

検
閲
に
先
立
ち
６
日
（
水
）
に
砲
迫
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
練
度
判
定
、

８
日
（
金
）
に
至
近
距
離
射
撃
を
行
い
、
10
日
か
ら
の
訓
練
検
閲
を
迎
え
た
。 

 

戦
闘
団
の
前
衛
中
隊
と
し
て
主
力
の
前
進
を
掩
護

す
る
任
務
を
付
与
さ
れ
た
第
４
普
通
科
中
隊
は
、
夜

間
行
進
に
よ
り
整
斉
と
集
結
地
に
移
動
し
、
じ
後
の

戦
闘
準
備
を
万
全
の
態
勢
で
整
え
た
。 

 
平
成
30
年
度
機
械
科
部
隊
戦
闘
訓
練
評
価
支
援
セ
ン
タ
ー
方
式
に
よ
る
訓

練
（
以
下
Ａ
Ｃ‐

Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
と
い
う
）
の
幕
の
切
り
落
と
し
で
の
訓
練
検
閲

は
、
砲
迫
火
力
を
駆
使
し
勇
猛
果
敢
な
攻
撃
行
動
を
展
開
し
て
任
務
を
完
遂

し
た
。 

 

６
月
22
日
（
金
）
か
ら
23
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
第
６
普
通
科
中
隊
（
中

隊
長 

髙
正
１
尉
）
は
中
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。 

 

砲
迫
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
に
よ
る
練
度
判
定
を
８
日
（
金
）
、
隊
容
検
査
及
び

至
近
距
離
射
撃
を
21
日
（
木
）
に
行
い
、
22
日
か
ら
の
訓
練
検
閲
に
臨
ん
だ
。 

 

戦
闘
団
の
前
衛
中
隊
と
し
て
主
力
の
前
進
を
掩
護

す
る
任
務
を
付
与
さ
れ
た
第
６
普
通
科
中
隊
は
、
夜

間
行
進
に
よ
り
整
斉
と
集
結
地
に
移
動
、
じ
後
同
地

を
占
領
し
、
速
や
か
に
警
戒
態
勢
を
整
え
、
そ
の
後 

の
敵
の
襲
撃
に
も
適
切
に
対
処
し
て
早
朝
の
攻
撃
に
備
え
た
。
Ａ
Ｃ‐

Ｔ
Ｅ

Ｓ
Ｃ
に
よ
る
訓
練
検
閲
に
お
い
て
も
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
、
予
定
し
て
い

た
作
戦
に
加
え
臨
機
の
戦
闘
を
随
所
に
発
揮
し
任
務
を
完
遂
し
た
。 



                    

 
                    

 

（２） 第１０３号（平成３０年７月） 

春 季 演 習 場 定 期 整 備 

 

第
11
普
通
科
連
隊
は
５
月
８
日
（
火
）
か
ら
14
日
（
月
）
ま
で
の

間
、
春
季
演
習
場
定
期
整
備
を
実
施
し
た
。 

 
各
中
隊
は
中
隊
長
を
核
心
と
し
て
一
致
団
結
、
北
海
道
大
演
習
場

の
維
持
、
充
実
に
寄
与
す
る
べ
く
担
当
区
域
の
整
備
任
務
に
と
り
か

か
っ
た
。 

 

不
発
弾
捜
索
や
野
焼
き
に
お
い
て
も
指
揮
官
の
的
確
な
統
制
の
下
、

安
全
に
充
分
配
慮
を
し
つ
つ
整
斉
と
任
務
を
遂
行
し
て
平
成
30
年
度

春
季
演
習
場
定
期
整
備
を
無
事
に
終
了
し
た
。 

 

ま
た
、
秋
季
演
習
場
定
期
整
備
間
に
実
施
を
予
定
し
て
い
る
連
隊

炊
事
競
技
会
の
前
哨
戦
と
し
て
統
裁
予
行
を
行
い
炊
事
能
力
の
練
度

を
確
認
し
た
。 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

 第３普通科中隊は春季士気高揚期間中の５月４日（金）から５日間の
日程で予備自衛官招集訓練を実施した後、演習場定期整備に移行した。 

野焼き １２日(土) 

不発弾捜索 ９日(水) 

炊事競技会 
統裁予行 

演習場支障木伐採 

訓練場整備 



                    

 
                    

 

（３） 第１０３号（平成３０年７月） 

 

連
隊
は
、
５
月
13
日
（
日
）
か
ら
５
月
15
日
ま
で
の

間
、
各
中
隊
の
補
助
担
架
員
に
対
し
補
助
担
架
員
練
成

訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

練
成
訓
練
は
、
補
助
担
架
員
と
し
て
の
必
要
な
知
識

及
び
技
能
を
練
成
し
、
連
隊
の
救
命
率
向
上
の
た
め
の

技
術
を
付
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
参
加
し
た

28
名
の
隊
員
ら
は
、
自
ら
の
任
務
の
重
要
性
を
深
く
認

識
し
、
第
一
線
救
護
、
救
急
処
置
、
救
急
法
検
定
指
導

法
の
各
課
目
を
演
練
し
た
。 

 

補
助
担
架
員
の
持
つ
技
能
は
、
衛
生
隊
員
と
と
も
に

隊
員
の
命
を
救
う
必
要
不
可
欠
な
技
能
で
あ
る
。
継
続

的
な
練
成
訓
練
に
よ
り
練
度
の
維
持
と
向
上
が
求
め
ら

れ
る
。 

 

11
連
隊
銃
剣
道
訓
練
隊
は
、
４
月
16
日

（
月
）
日
本
武
道
館
で
行
わ
れ
た
第
62
回

全
日
本
銃
剣
道
優
勝
大
会
及
び
６
月
10
日

（
日
）
石
川
県
で
行
わ
れ
た
第
61
回
全
国

銃
剣
道
能
美
大
会
に
出
場
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

全
日
本
銃
剣 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

道
優
勝
大
会
で 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

は
三
回
戦
ま
で 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

補助担架員練成訓練 

日本拳法全国選抜社会人選手権大会 
第１２回自衛隊拳法富士山大会 

第６２回全日本銃剣道優勝大会 
第６１回全国銃剣道能美大会 

 

５
月
27
日
（
日
）
第
７
師
団
創
隊
63
周
年
・
東
千

歳
駐
屯
地
創
立
64
周
年
記
念
行
事
が
行
わ
れ
た
。 

 

当
日
は
晴
れ
わ
た
る
青
空
の
も
と
、
昨
年
ま
で
を

大
き
く
上
回
る
、
史
上
最
多
の
約
２
万
１
千
人
の
来

隊
者
を
迎
え
、
盛
大
な
記
念
行
事
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

祝
賀
パ
レ
ー
ド
の
後
に
行
わ
れ
た
模
擬
戦
に
は
第

３
中
隊
の
装
甲
戦
闘
車
も
参
加
し
、
迫
力
の
戦
闘
を

披
露
し
た
他
、
慰
霊
碑
前
で
は
第
１
中
隊
に
よ
る
一

糸
乱
れ
ぬ
弔
銃
に
よ
り
英
霊
の
魂
を
弔
う
な
ど
、
幅

広
い
活
動
を
披
露
し
た
。 

 

ふ
れ
あ
い
広
場
等
で
は
千
歳
機
甲
太
鼓
の
演
奏
な

ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
家
族
連

れ
や
来
隊
者
は
思
い
思
い
に
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し

て
い
た
。 

駒
を
進
め
た
が
、
全
国
銃
剣
道
能
美
大
会

は
二
回
戦
進
出
ま
で
と
な
り
、
全
国
の
壁

の
厚
さ
を
痛
感
し
た
大
会
と
な
っ
た
。 

 

こ
の
経
験
を
今
後
の
大
会
へ
の
糧
と
し
、

銃
剣
道
訓
練
隊
は
更
な
る
飛
躍
を
図
る
。 

 

11
連
隊
拳
法
訓
練
隊
は
、
６
月
16
日
（
土
）

東
京
都
で
行
わ
れ
た
日
本
拳
法
全
国
選
抜
社
会

人
選
手
権
大
会
及
び
６
月
30
日
（
土
）
静
岡
県

で
行
わ
れ
た
第
12
回
自
衛
隊
拳
法
富
士
山
大
会

に
出
場
し
た
。 

 

社
会
人
選
手
権
大
会
で
北
海
道
勢
初
と
な
る 

 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

『
優
勝
』
と
い
う
大 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

き
な
成
果
を
残
す
と
、 

続
く
富
士
山
大
会
で
は
『
２
連
覇
』
の
偉
業

を
成
し
遂
げ
、
全
国
の
頂
点
を
極
め
る
と
い

う
至
高
の
目
標
を
達
成
し
た
。 

 

今
後
は
覇
者
と
し
て
迎
え
撃
つ
立
場
と
な

り
、
全
国
の
強
豪
が
連
覇
を
阻
む
べ
く
立
ち

塞
が
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
11
連
隊
拳
法
訓

練
隊
は
高
み
を
目
指
し
走
り
続
け
る
。 



                    

 

第１０３号（平成３０年７月） （４） 

                    

 

 

本
誌
の
記
事
で
紹
介
し
た
、
第
７
師
団
創
隊
63
周
年

記
念
行
事
及
び
第
38
回
千
歳
Ｊ
Ａ
Ｌ
国
際
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
お
い
て
、
千
歳
機
甲
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
た
。 

 

視
聴
し
て
頂
く
方
々
に
勇
壮
な
太
鼓
演
奏
で
感
動
を

与
え
、
自
衛
隊
へ
の
興
味
と
関
心
を
持
っ
て
頂
く
た
め

の
広
報
活
動
と
し
て
、
多
忙
な
隊
務
の
合
間
に
練
成
を

重
ね
て
き
た
太
鼓
部
員
に
よ
る
太
鼓
の
鼓
動
は
、
多
く

の
人
々
の
心
を
捕
ら
え
、
温
か
く
大
き
な
拍
手
と
な
っ

て
会
場
に
響
き
渡
っ
て
い
た
。 

千
歳
機
甲
太
鼓
演
奏
支
援 

 ６月３日（日）本部管理中隊（中隊長 田原１尉）は、公益財団法人千歳市体育協会が主催する、第３８回千歳

ＪＡＬ国際マラソン大会において、通信、救護、給水等の支援を実施した。 

 今年は２７５名の海外選手を含む１０，９９９名がエントリーし、９，８７２名の選手が自身の限界に挑み各コ

ースを駆け抜けた。その大会を影ながら支えるため、通信小隊により各関門の通過状況や各給水地点間の通信支援、

衛生小隊により要救護者への救護支援、併せて各給水地点への水の搬送支援を実施するとともに、千歳機甲太鼓の

演奏により参加ランナーや地域の方々を魅了した。 

 本支援を通じ、大会の安全と円滑な運営に寄与するとともに、参加ランナー、地域の方々、大会ボランティア等

との交流を深め、自衛隊に対する信頼感の醸成を図ることができた。 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

▲▼ 第７師団創隊記念行事 ▲▼ 千歳ＪＡＬ国際マラソン大会 



（５）  第１０３号（平成３０年７月）  

                    

 

                    

 

 ６月２４日（日）、東千歳駐屯地西体育館において、自衛官

候補生課程修了式が執り行われた。 

 約１１０名のご来賓やご家族が見守る中、約３ヶ月間の厳し

い教育訓練に耐え、晴れて修了式を迎えた５０名の若者たち。 

 互いに励まし合い、互いに切磋琢磨した同期の絆は、時が経

とうとも離れ離れになろうとも消える事はない。自衛官となっ

た誇りと共に、仲間との絆もその胸に刻み続けるだろう。 

平成３０年度 

自 衛 官 候 補 生 課 程 修 了 式 

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

▲ ４／８ 入隊式 ▲ ４／２０ 練度判定 

▲ ５／２９ 掩体構築訓練 

▲ ５／１５ 催涙ガス体験 

▲ ５／２４ 検定射撃 

▲ ５／３０ ２５ｋｍ行進 ▲ ６／５ てき弾射撃 ▲ ６／８ 体力検定 

▲ ５／８ １０ｋｍ行進 

▲ ６／１１ 修了検定（戦闘訓練） 

▲ ６／１２ 修了検定（歩哨） 

▲ ６／２０ 持続走競技会 

▲ ６／２４ 修了式 



                    

 
                    

 

第１０３号（平成３０年７月） （６） 

永年の勤務 
お疲れ様でした 

新転地でのご活躍を 
期待しています 

定 年 退 官 者 紹 介     

東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

第１１普通科連隊ホームページ 検 索 

連
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

パソコン・スマホで 
１１連隊の事が分かる！ 

右の画面が目印→ 
第１１普通科連隊 
ホームページ  
 へアクセス！ 
※逐次更新中！！ 

人

事

だ

よ

り 
 

准尉 輪島 孝則 
（平成30年4月2日付）  

３尉 葛西 一晃 
（平成30年4月17日付） 

准尉 小林 聡 
（平成30年5月23日付）  

３尉 谷村 誠 
（平成30年7月1日付）  

《 

幹 

部 

》 

 

三
等
陸
佐
へ 

 
 

（
６
普
中
）
髙
正 

秀
基 

 

一
等
陸
尉
へ 

 

 
 

（
連 

本
）
吉
田 

誠
一 

 
 

（
２
普
中
）
三
上 

明
儀 

 

 
 

（
５
普
中
）
柴
里 

拓
也 

 

 

二
等
陸
尉
へ 

 
 

（
３
普
中
）
石
川 

裕
太 

 
 

（
４
普
中
）
菊
池 

慶
太 

 
 

（
重
迫
中
）
藥
師
神 

学 

 

三
等
陸
尉
へ 

 
 

（
６
普
中
）
阿
部 

啓
二 

《 

准 

曹 

》 

 

准
陸
尉
へ 

 
 

（
本
管
中
）
登
藤 

一
幸 

 
 

（
３
普
中
）
佐
藤 

智
広 

 
 

（
４
普
中
）
山
下 

聖
峰 

 
 

（
５
普
中
）
濵
井 

喜
秀 

 

陸
曹
長
へ 

 
 

（
本
管
中
）
河
元 

康
成 

 
 

（ 

同 

）
磯
田 

宗
国 

 
 

（
１
普
中
）
篠
原 

弘
祏 

 
 

（ 

同 

）
石
橋
純
一
郎 

 
 

（
２
普
中
）
左
川 

尚
康 

 
 

（
４
普
中
）
於
本 

秀
樹 

 
 

（
重
迫
中
）
長
森 

健
一 

 
 

（
本
管
中
）
伊
瀨 

光
兵 

 
 

（
１
普
中
）
藤
野 

翼 

 
 

（
２
普
中
）
蕨 

 

凌
也 

 
 

（ 

同 

）
木
村 

優
弥 

 
 

（ 

同 

）
阿
部 
誠
弥 

 
 

（
４
普
中
）
古
谷 

成 

 
 

（ 

同 

）
小
林 

秀
平 

 
 

（ 

同 

）
今
野 

圭
佑 

 
 

（ 

同 

）
山
﨑 

翔
太 

 
 

（ 

同 

）
髙
橋 

慶
伍 

 
 

（ 

同 

）
藤
本 

昂
平 

 
 

（
５
普
中
）
石
田 

和
也 

 
 

（ 

同 

）
高
橋 

勇
人 

 
 

（
６
普
中
）
五
十
嵐
勇
人 

 

 
 

（ 

同 

）
後
藤 

裕
之 

 
 

（
重
迫
中
）
兼
則 

翔
太 

 
 

（ 

同 

）
石
田 

隼
也 

 
 

（ 

同 

）
中
塚 

拓
也 

 

一
等
陸
曹
へ 

 
 

（
本
管
中
）
三
浦 

秀
樹 

 
 

（ 

同 

）
小
笠
原
保
志 

 
 

（ 

同 

）
村
井 

優
樹 

 
 

（
３
普
中
）
立
田 

善
彦 

 
 

（
４
普
中
）
岡
谷 

篤
史 

 
 

（
重
迫
中
）
堀
越 

薫 

 
 

（ 

同 

）
渡
邊 
史
彦 

二
等
陸
曹
へ 

 
 

（
本
管
中
）
岩
渕 

卓
也 

 
 

（ 

同 

）
齋
藤 

治 

 
 

（
１
普
中
）
鈴
木 

祐
輔 

 

 
 

（ 

同 

）
村
山 

慶
太 

 

 
 

（
２
普
中
）
原
田 

智
行 

 
 

（ 

同 

）
堀
本 

聖 

 
 

（ 

同 

）
三
橋 

永
遠 

 
 

（
３
普
中
）
中
村 

貴
広 

 
 

（
４
普
中
）
三
浦 

正
人 

 
 

（
５
普
中
）
小
野 

悠
人 

 
 

（
６
普
中
）
川
代 

正
義 

 
 

（ 

同 

）
藤
原 

一
真 

 
 

（ 

同 

）
渡
邉 

光
博 

 
 

（
重
迫
中
）
佐
藤 

和
紀 

 
 

（ 

同 

）
佐
藤 

章
広 

三
等
陸
曹
へ 

 
 

（
本
管
中
）
秋
場 

慶
丸 

 
 

（ 

同 

）
尾
鷲 

一
生 

祝  昇 任  
 

平成30年７月1日付 
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東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

～
担
当
者
の
独
り
言
～ 

 
  

以
前
に
も
歌
の
話
題
を
し

ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
。 

  

Ｂ
Ｕ
Ｍ
Ｐ 

Ｏ
Ｆ 

Ｃ
Ｈ
Ｉ

Ｃ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
さ
ん
の
「
コ
ロ
ニ

ー
」
と
い
う
楽
曲
の
中
に
、

『
あ
り
が
と
う 

あ
な
た
は

光
』
と
い
う
歌
詞
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
米
津
玄
師
さ
ん

の
「
Ｌ
ｅ
ｍ
ｏ
ｎ
」
と
い
う

曲
に
は
『
今
で
も
あ
な
た
は

わ
た
し
の
光
』
と
い
う
歌
詞

が…
 

  

大
切
に
想
う
人
を
『
光
』

と
表
現
す
る
歌
詞
に
無
性
に

惹
か
れ
ま
す
。
自
分
に
と
っ

て
温
か
く
眩
し
い
存
在
だ
と

い
う
事
を
、
た
っ
た
一
言
で

表
し
た
胸
に
残
る
歌
詞
だ
と

思
い
ま
す
。 

  

あ
な
た
に
と
っ
て
の 

『
光
』
は
、
誰
で
す
か
？ 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

担
当
者 

山
川 

究

極

の

幸

せ

と

は 

 

人
間
に
と
っ
て
、
究
極
の
幸
せ
と
は 

 
 

・
人
に
愛
さ
れ
る
こ
と 

 
 

・
人
の
役
に
立
つ
こ
と 

 
 

・
人
に
褒
め
ら
れ
る
こ
と 

 
 

・
人
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と 

 

こ
の
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
幸
せ
と
は
言
え
な
い
。 

  

「
日
本
で
一
番
働
き
易
い
会
社
」
と
し
て
、
国
か
ら
表
彰
さ
れ
た
会
社
の
社
長

（
現
会
長
）
が
従
業
員
の
幸
せ
を
求
め
て
苦
悩
し
て
い
る
中
で
、
相
談
に
訪
れ
た

お
寺
の
宗
師
（
住
職
）
か
ら
頂
い
た
言
葉
を
今
も
社
訓
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い

る
と
い
う
、
と
あ
る
テ
レ
ビ
の
特
集
番
組
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
言
葉
で
す
。 

 
 

 

幸
せ
に
対
す
る
価
値
観
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え

ば
物
や
お
金
な
ど
「
手
に
す
る
」
も
の
と
か
、
達
成
感
や
満
足
感
な
ど
「
結
果
」

を
得
る
こ
と
が
幸
せ
と
思
い
が
ち
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

よ
く
考
え
て
み
る
と
こ
れ
ら
の
事
を
一
度
手
に
し
た
幸
せ
感
は
一
瞬
で
、
そ
の
後

は
徐
々
に
冷
め
て
い
く
と
共
に
、
や
が
て
物
足
り
な
さ
さ
え
感
じ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
よ
り
多
く
の
幸
せ
を
求
め
よ
う
と
し
て
苦
悩
す
る
の
が
人
間
の
本
質
の

よ
う
な
気
も
し
ま
す
。 

  

紹
介
し
た
「
究
極
の
幸
せ
」
は
、
何
か
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
の

言
葉
も
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
「
自
分
が
果
た
せ
る
役
割
」
の
よ
う
な
こ
と
を
求

め
よ
う
と
す
る
こ
と
が
見
て
と
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
一
つ
の
項
目
に
は
必
ず
他
の

三
つ
の
項
目
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
お
り
、
行
き
着
く
先
に
は
「
人
が
・

組
織
が
自
分
を
必
要
と
し
て
い
る
」
こ
と
に
辿
り
つ
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

  

組
織
（
部
隊
）
の
な
か
の
自
分
。
取
り
分
け
自
衛
官
と
し
て
の
身
分
。
人
や
組

織
・
国
が
必
要
と
し
て
い
る
の
は
隊
員
一
人
一
人
の
皆
さ
ん
で
あ
り
、
一
人
で
も

欠
け
た
の
で
は
「
究
極
の
幸
せ
」
に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｎ
Ｅ
Ｔ
99 

相
談
員 

後
藤
幸
夫 

 普通科友の会会員の皆様・第１１普通科連隊の皆様、いかがお過ごしでしょうか、日頃から普通科友の会の各種
事業活動に対し積極的にご参加、ご協力を戴き感謝申し上げると共に厚く御礼申し上げます。 
 普通科友の会では６月から平成３０年度の各種事業活動がスタート致しました。今年度は普通科友の会が発足し
てから３０年目の節目の年になります。昨年は役員の改選期でありましたが、総会の席で大事な行事を目前にして
現体制で継続する事を提案し、全会一致で承認されました。斗賀山会長以下役員一同、更に気を引き締めて心に残
る有意義な記念となるべく、努力を惜しまず頑張る所存でおりますので会員皆様の更なるご協力をご期待申し上げ
ます。本年度も母隊である第１１普通科連隊との絆をより密接に深め、普通科友の会として努力を惜しまないつも
りでおります。連隊の皆様も日々の訓練はもとより複雑多様化する各種の任務を完遂しつつ何者にも劣らぬ強靭な
体力気力を練成して、訓練目標達成に頑張って下さい。 
 普通科友の会は斗賀山会長をはじめ会員の精神は常に母体と共にあり、心から応援しております。 
                           平成３０年６月  普通科友の会 副会長 浅野二美 
☆お知らせ  
 本年度も合同パークゴルフ大会を予定しておりますので多くの方々の参加をお待ちしております。 
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東千歳１１普連広報誌「 お じ ろ わ し 」 

ＲｅｄＢｕｌｌ４００大倉山 自衛隊の部 優勝 
 ５月上旬、大倉山ジャンプ競技場で行われた「ＲｅｄＢｕｌｌ４００

大倉山」に第３普通科中隊から４名の有志が出場し、自衛隊の部に参加

した１４個チームの熱戦を制し、見事優勝の栄冠に輝いた。 

 競技は、大倉山ジャンプ競技場の斜面に設置された特設コースを一人 

１００ｍずつ駆け登るリレー形式で

行われ、一般の部及び大学生の部も

併せた全参加チームの最高タイムを

叩き出した３中隊チームは、実質的

な総合優勝となった。 

 後日の記念撮影では、優勝チーム

に贈られる盾を手に笑顔で撮影に臨

んでくれた。 

▲ 左から安保士長、平間１曹 
   須田士長、齋藤３曹 

豪州主催国際射撃競技会 

 ４月から５月にかけオーストラリアで開催され１８カ国から１８０名を超える選手が参加した豪州主催国際

射撃競技会に、第１１普通科連隊から４名の隊員が参加した。 

 北部方面隊代表に選出され富士学校で行われた最終選考を勝ち抜き、日本代表の座を掴んだ第４普通科中隊 

角谷俊３等陸曹と本部管理中隊 杉山和樹３等陸曹、代表入りとはならなかったものの最終選考まで残り予備

要員として参加した第６普通科中隊 渡邉博３等陸曹、そして昨年の同競技会のチャンピオンショットでベス

ト１０に入りメダルを獲得した第１普通科中隊 清水勇作３等陸曹が指導者として参加し、４名が一丸となっ

て陸上自衛隊を代表して世界に挑んだ。その中でも角谷３曹は拳銃各個射撃応用の部で世界第１位という最高

の栄誉を手中に収め、我が国初の快挙を成し遂げて凱旋帰国を果たした。 

 角谷３曹は拳銃各個射撃応用での金メダルの他に、拳銃応用（シークレットマッチ）でも銀メダルを獲得し、

杉山３曹は拳銃応用（ラピッド）で１５２名中１４位に入った他、多くの競技で上位に食い込み、日本チーム

の３位入賞に大きく貢献した。 

 今後も射撃技術向上を担う彼らの経験と技術は、連隊の貴重な財産となるだろう。 

Ａ Ａ Ｓ Ａ Ｍ １ ８ 

第４普通科中隊  ３等陸曹 角谷 俊  
我が国初となる世界１位の快挙！(拳銃各個射撃応用) 

▲ 左から６中隊 渡邉３曹、本管中隊 杉山３曹 
  ４中隊 角谷３曹、１中隊 清水３曹 

▲ 世界で活躍した彼らを連隊隊員 
  全員の笑顔で出迎える 

▼ 金銀両メダルを胸に微笑む４中隊 
  角谷３曹(右)と上位の成績を残し 
  た本管中隊杉山３曹（左） 


